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令和６年度社会福祉法人智辯会幼保連携型認定こども園ちべん保育園

重 要 事 項 説 明 書（入園のしおり）

この文書は、五條市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を

定める条例に基づき、特定保育の提供の開始に際して、あらかじめ利用の申込みを行った

支給認定保護者に対し、同条例第２０条に規定する運営規程の概要、職員の勤務体制、利

用者負担その他の利用申込者の保育の選択に資すると認められる重要事項を記した文書を

交付して説明を行い、当該提供の開始について利用申込者の同意を得るものであります。

【認定こども園（幼保連携型認定こども園）とは】

認定こども園は、幼稚園および保育所等における小学校就学前の子供に対する保育およ

び教育並びに保護者に対する子育て支援の総合的な提供を行う施設であり 保護者の就労

状況に関わらず利用することが可能です。幼保連携型認定こども園は、幼稚園的機能と保

育所的機能の両方を合わせて持つ単一の施設で小学校就学前の子供の教育・保育・子育て

支援を一体的に提供する施設です。

【施設の概要】

１．設置運営主体

名 称 社会福祉法人智辯会

所在地 奈良県五條市野原西２丁目８番８号

電話番号 ０７４７－２２－３８４５

代表者氏名 理事長 大森 圭祥

２．利用施設

施設の種類 幼保連携型認定こども園

施設の名称 幼保連携型認定こども園 ちべん保育園

施設の所在地 奈良県五條市野原西２丁目８番８号

電話番号 ０７４７－２２－３８４５

管理者 園長 大森 圭祥

対象児童 満３歳以上の小学校就学前児童及び保育を必要とする満３歳未満の

乳幼児
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利用定員 ＜１号認定子ども＞

満３歳以上の小学校就学前児童のうち、２号認定子ども以外の児童

１０人

＜２号認定子ども＞

満３歳以上の小学校就学前児童のうち、保育を必要とする児童

５７人

＜３号認定子ども＞

満３歳未満で保育を必要とする児童

３８人

開設年月日 平成３０年４月１日

【教育・保育方針】

ちべん保育園では、「みんななかよく、たのしく」を教育・保育基本方針とし、安全で

快適な環境の下、発達状況に応じた基本的生活習慣の収得及び自主性、協調性、創造性を

養う遊び・活動を中心に子どもたちがすこやかに成長していけるよう教育・保育を行いま

す。

【教育・保育目標】

集団生活の中で他者とのふれあいを通して、みんななかよく、たのしく生活できるよう、

すなおな心、子どもらしい明るい心、やさしい心、感謝できる心を養い、また、四季折々

の活動や自然とのふれあいを通して豊かな感性と健康な身体を育みます。

【教育・保育の内容】

当園は、幼保連携型認定こども園教育・保育要領（平成２６年４月３０日内閣府・文部

科学省・厚生労働省告示第１号）を踏まえ、以下の保育その他の便宜の提供を行います。

①特定教育・保育の提供

保育を行う日と時間を定め、保育を行います。

②下記の通り園児に対して外部講師による指導を行います。

０歳～２歳 リトミック指導

３歳 リトミック指導・音楽指導

４歳～５歳 絵画指導・音楽指導・英会話指導・体育指導・書道指導（５歳児のみ）
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③一時保育の提供

就労や通院又は育児リフレッシュ（育児疲れの）などで、一時的に保育が必要な方

を対象に保育を行います。

【職員の配置・職種など】

当園では奈良県幼保連携型認定こども園の学級編成、職員、設備及び運営の基準に関

する条例に定める基準に基づき、幼児教育・保育の提供に必要な職種について職員を配置

しています。

園長 １名

副園長 １名

主幹保育教諭 ２名

保育教諭 １９名

事務員 ２名

用務員 １名

【教育・保育を提供する日と時間】

（１号認定子ども）

月曜日～金曜日

認定時間 時間区分 保育時間帯

教育標準時間認定 保育時間 午前９時分から午後２時００分

＊認定時間以外の時間帯を利用すると下記の料金が発生します。

利用時間 金 額 備 考

7 時 30 分～ 8 時 30 分 300 円／ 1 日 月額上限 3,000 円

14 時 00 分～ 16 時 30 分 無料

16 時 30 分～ 18 時 30 分 500 円／ 1 日 月額上限 5,000 円

＊土曜日に保育が必要な場合は一時保育を利用することも可能ですのでご相談くださ

い。
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（２号・３号認定子ども）

月曜日～金曜日

認定時間 時間区分 保育時間帯 延長保育料金

保育標準時間認定 保育時間 午前７時３０分から午後６時３０分

延長保育時間 午後６時３０分から午後７時 要（1000 円/月）

保育短時間認定 保育時間 午前８時３０分から午後４時３０分

午前７時３０分から午前８時３０分

延長保育時間 午後４時３０分から午後６時３０分

午後６時３０分から午後７時 要（2000 円/月）

土曜日

認定時間 時間区分 保育時間帯 延長保育料金

保育標準時間認定 保育時間 午前７時３０分から午後４時

保育短時間認定 保育時間 午前８時３０分から午後４時

延長保育時間 午前７時３０分から午前８時３０分

＊認定時間を超えて保育を利用される場合延長保育料が発生します。延長保育料は月

額１０００円となり、一日でも認定時間を超えて保育を利用される日があると発生

します。

また、保育短時間認定の方が午後６時３０分を超えて保育を利用される場合は

月額２０００円の延長保育代となります。

【休園日】

（１号認定子ども）

土曜日、日曜日、祝祭日及び夏期（８月１０日から８月１８日まで）、年末年始

（１２月２８日から１月５日まで）

＊土曜日に保育が必要な場合、一時預かりを利用することも可能ですのでご相談ください。

（２号・３号認定子ども）

日曜日、祝祭日及び夏期（８月１０日から８月１８日まで）

年末年始（１２月２８日から１月５日まで）

＊休園日は変更になる場合があります。毎月の「おたより」にてご確認ください。

要（1000 円/月）

要（1000 円/月）
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【給食の提供について】

給食は教育・保育の実施において重要な位置付けがされていることから、本園を利用す

る全園児は原則として本園が提供する給食（おやつを含む）を食べていただくことになり

ます。ただし、重篤なアレルギー症を有する方など、本園が給食を提供できないと判断す

る場合はこの限りではありません。

＊給食の提供は、「ちべん保育園給食費徴収規則」に基づき実施いたします。

【給食の提供方法等について】

①給食の提供方法について

自園にて給食を調理調します。調理業務は名阪食品株式会社（奈良県桜井市大字吉

備 546-1）に委託しています。

②給食を提供する日

保育を提供する日は、毎日給食の提供を行います。ただし、土曜日は麺類などの軽食

となります。また、行事等にあわせてお弁当の持参をお願いする日があります。

③その他

・献立表は毎月お知らせします。

・当日提供した給食を正面玄関に展示します。

【教育・保育を受けるのに必要な費用】

当園を利用するには次の費用が必要です。

①保育料

０歳～２歳児クラス ３歳～５歳児クラス

市町村より通知される額 無 償

保育料は児童福祉法の規定により、保育園でかかる経費の一部を家庭で負担していただ

くことになっており、負担額は入所児童の年齢及び父母の市民税額に基づき決定されます。

(1)書類の提出が必要な方で、指定期日までに課税証明書等必要書類の提出がない場

合、保育料は市により仮決定されます。

(2 保育料は在籍している限り発生します。指定期日までに休所園の手続きをしなか

った場合や月の途中で退園した場合でも保育料が発生します。

(3)保育料は毎月指定期日までに納めてください。（原則毎月２８日銀行引落）
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(4)年度途中で保育実施解除を希望される場合は、事前に「保育園退園届」を提出し

てください。

②給食費

０歳～２歳児クラス ３歳から５歳児クラス

２号認定 １号認定

＊給食費は保育料に ・主食費５０円／１食 ・主食費５０円／１食

含まれています。 ・副食費４,５００円／月 ・副食費 ２,０００円

＊年収３６０万円未満相当世帯は副食費が無償となります。

＊保育園に在園する兄弟の内、第３子以降の子の副食費は無償となります。

③その他教材費等

その他教材費等については別表、「年間保護者費用負担金明細書」をご覧になってく

ださい。

【保育料及び給食費の納入について】

①銀行引き落とし

保育料及び給食費（副食費）は保育園の指定金融機関（南都銀行）の保護者口座より引

き落としとなります。（原則毎月２８日引き落とし）

＊他行の口座からは引き落としができませんので、お手数ですが南都銀行の口座をお持

ちでない方は口座の開設をお願いします。

②領収袋による現金支払い

主食費は給食を食べた日数×５０円を「領収袋」に入れて、毎週末に保育園にご持参く

ださい。

【疾病時の対応】

伝染性の病気の場合、学校保健法に準じて、園児への伝染を防ぐため保育園を休んでい

ただくことになります。

治癒後、登園を再開される場合は、保育園に「意見書」もしくは「登園届」の提出が必

要となります。
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【保育園での投薬について】

本来、保育園で薬を飲ませることはできないのですが、緊急時ややむを得ない理由の

ときは、保護者と園側で話し合いの上、保育園の担当者が保護者に代わって与えます。

この場合は万全を期するため「お薬依頼書」に必要事項を記入の上、薬に添付し保育

教諭に手渡して下さい。

＊「お薬依頼書」は保育園の玄関においてあります。保育園バスをご利用の方はバ

スの「お薬依頼書」をご利用下さい。

（お薬服薬依頼時の注意事項）

①「お薬依頼書」に必要事項を記入し薬と一緒に手渡しして下さい。

通園バッグなどの中に、お薬と連絡票が入っていても、保育士に手渡しがない

時はお薬を飲ますことができない場合がありますのでご注意下さい。

②医療機関からの処方であること。保護者の判断で持参した薬は対応できません。

③１回分を持参して下さい。水薬は小さな容器に移して下さい。

④薬の容器、袋にはお子様の名前(フルネーム）を大きく記入して下さい。

⑤市販の薬、解熱剤、座薬、鎮痛剤はお預かりできません。

⑥長期間継続して飲まねばならない薬の場合はご相談ください。

⑦吸入などの医療行為は園では実施できないことになっています。

⑧医療機関で保育園に通っていることを医師に伝えて下さい。

⑨「熱が出たら飲ませる」「咳が出たら・・・」「発作が起きたら・・・」という

ように症状を 判断して与えなければならない場合は、保育園としてはその判断

ができませんので、そのつど保護者に連絡をする場合もありますのでご了承下

さい。

【特別な支援が必要な児童】

・障害児保育について

障がい児童の保育についてはケースに応じて判断します。

・アレルギー症（給食の除去食が必要）の方

医師記載による「生活管理指導表」を提出してください。

保育についてはケースに応じて判断します。
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【入園決定後】

入園が決定した方は、あらかじめ次のことにをご承知ください。

①入園承諾後に入園を辞退する場合は直ちに保育園に申し出てください。

②世帯構成・住所・保護者・税額が変更になった場合は、直ちに保育園に申し出てく

ださい。

③年度途中で保育実施の解除を希望される場合は、事前に「保育園退園届」を提出し

てください。

【緊急時における対応方法】

お預かりしている園児に病状急変等の緊急事態が発生した場合は、保護者の指定する医

療機関及び緊急連絡先等へ速やかに連絡を行うとともに必要な処置を取ります。

【非常災害対策】

火災等非常時は別途定める「消防計画書」に基づき対応します。また、地震等の大規模

災害が発生した場合は、別途定める「大規模災害時の対応について」に基づき対応します。

【気象警報発令時の対応】

気象警報（暴風・大雨・大雪・洪水・暴風雨）が発令された場合、児童の安全確保につ

いて下記の通り対応します。

（１） 警報（奈良県全域、奈良県北部、奈良県五條・北部吉野）発令について

午前７時現在において警報発令の場合休園とします。その後（直後でも）解除になって

も一 日中休園となります。

（２）登園後、警報が発令された場合

地区の状況を把握し、状況に応じお迎えの連絡をさせていただきます。事情によりお迎

えが 不可能な場合は保育園にて待機させます。

＊明らかに天候が回復に向い、安全が確保できる状況であると判断した時は、気象警報

が発令された後も通常通り保育を行うことがあります。

＊警報発令時の連絡は、保育園連絡アプリ「コドモン」を通じて行います。登録のお済

みでのない方は保育園にご相談ください。 電話での連絡を希望の方はその旨を保育

園にお知らせください。
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【要望・相談の受付】

当園への要望、希望などある場合はお知らせ下さい。

保育のことについてお悩みや、お気づきのこと、不愉快なこと、改善してほしいことがあ

りましたらお申し出下さい。 保育園として可能な限り保護者の皆様のご要望にお応えし

たく努力をさせていただくつもりです。

・苦情相談受付担当： 主幹保育教諭

・苦情相談解決責任者： 園 長

・TEL:0747-22-3845 ・ FAX:0747-22-3847

【第三者委員会について】

本園の苦情相談では解決できないことや、納得のいかないことがあれば「第三者委員会」

に相談することも可能です。(連絡先は本園掲示板に掲載してあります。）

【保険に関する事項】

当園は以下の保険に加入しています。

①保険会社 ： 独立行政法人日本スポーツ振興センター

保険の種類： 災害共済給付

保険の内容： 療養に要した医療費総額５００点（5000 円）以上が給付対象

保険料 ： ２８５円 園負担費額 ： ５５円×園児数/年

保護者負担額：２３０円/年

②保険会社 ： 公益社団法人全国私立保育園連盟

保険の種類： 園児団体傷害保険

保険の内容： 園の管理下で園児が負傷をした際の補償

保険料 ： 園児一人あたり２０００円/年（全額保育園負担）

【守秘義務及び個人情報の取り扱いに関する事項】

当園は、個人情報保護法の基本方針に基づき、園児及びその保護者の方々の個人情報の

保護に努めます。

職員及び職員であった者は、正当な理由なくその業務上知り得た支給認定子どもまたは

その家族の秘密を漏らしません。
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【虐待の防止のための措置に関する事項】

園長は、支給認定子どもに対し、児童福祉法第４７条第３項の規定により、懲戒に関し

てその支給認定子どもの福祉のために必要な措置をとるときは、身体的苦痛を与え、人格

を辱める等その権限を濫用しません。

職員は、支給認定子どもに対し、児童福祉法第３３条の１０各号に掲げる行為、その他

当該支給認定子どもの心身に有害な影響を与える行為をしません。

【個人情報取扱の方針】

社会福祉法人智辯会幼保連携型認定こども園ちべん保育園では、園児および保護者・家

庭に関する個人情報の取り扱いについて下記の方針に基づいて個人情報の保護に努めま

す。

１．基本理念

社会福祉法人智辯会幼保連携型認定こども園ちべん保育園(以下「本園」という。)では、

個人情報を取り扱う全ての者が個人情報の性格と重要性を十分認識し、その適正な取り扱

いを図ります。

２．個人情報の利用目的

本園では、保護者より口頭もしくは文書により提供を受けて得た個人情報、また日々の

保育業務を通して得た個人情報を保育園における保育の円滑な実施以外の目的で使用する

ことはありません。監督官庁への各種届出、法律に定めるところの必要書類作成、各種募

集等、情報主体の利益享受及び権利の行使に必要と認められる場合は、正当な目的に限り

使用します。利用目的は下記の通りです。

（１）園児の保育サービス事業を提供していく上で必要なため

（２）園児に関わる保育計画等の立案や円滑な保育サービスを提供していくために実施す

る職員会議等への情報提供のため

（３）保育内容の質を向上させていくための会議等において個々の情報を必要とするため

（４）公的機関、医療機関等との連絡調整や嘱託医の意見を求める必要のある場合

（５）園児の健康状況、生活状況を把握し健康、安全な生活ができる環境を提供するため

（６）乳幼児などの保育に関する相談に対し、助言、指導が必要な際の情報提供のため

（７）園児の安全かつ発育、発達に即した食事提供のため

（８）会計・経理等保育園の管理運営上必要な場合

（９）その他のサービス提供で必要な場合

（10）上記各号に関わらず、緊急を要する時の連絡等の場合
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３．収集する個人情報の種類

本園では、園児を保育するにあたり、児童票・身体発育記録・緊急連絡簿等、必要最低

限の情報を収集します。 個人情報の提供を依頼する時は、その収集目的、提供拒否の可

否を明確にし、適正に使用します。

４．個人情報の第三者への提供の制限

本園は、下記の各号に該当する場合を除いて、保護者の同意を得ないで第三者に個人情

報(個人データ)を提供することはありません。

① 法令に基づく場合

② 人の生命、身体又は財産の保護の為に必要がある場合であって、本人の同意を得

ることが困難な場合

③ 公衆衛生の向上又は園児の健全な育成の推進のために特に必要がある場合であっ

て、本人の同意を得ることが困難な場合・・・虐待が疑われる場合

④ 国の機関もしくは地方公共団体又はその委託を受けた者が法令の定める事務の遂

行に支障を及ぼすおそれがある場合。

５．個人情報の管理

本園は、利用する個人情報(個人データ)を正確かつ最新に保つよう努めるとともに、漏

洩滅失、又は毀損の防止、その他の安全管理のために必要かつ適切な措置を講じます。ま

た、利用目的を失した個人情報については、法令等に定めのあるものを除き、確実かつ速

やかに消去するものとします。

６．個人情報の開示・訂正・利用停止・消去

本園は、保護者がその子ども、その家庭および自身の個人情報(個人データ)の開示・訂

正・利用停止・消去を求める権利を有していることを十分に認識し、これらの要求がある

場合には、法令に従って速やかに対応します。また、開示には、本人(保護者)確認をさせ

ていただきます。

７．個人情報非開示の範囲

本園の業務の適正な実施に著しい支障を及ぼすおそれがある場合は、非開示とします。

８．個人情報の使用

本園は、個人情報の使用に際して、使用されている方の安全に留意するとともに、情報

主体の方の意見を尊重し、個人情報を適切に取り扱います。その上で、園児の園生活にお

いて必要に応じ使用します。具体的な使用は次のとおりとします。

① 園生活において、園児が必要とする箇所(ロッカー・フック・くつ箱等) や個人



- 12 -

で使用する物品(連絡帳・帽子等)には名前や写真を掲示・記載します。

② 園内の壁装飾として、当番表・誕生表・園児作品には名前や写真を掲示します。

園児名簿・日誌・指導計画・児童票・園便りやクラス便りに名前を掲載します。

③ 園児名簿や園児連絡先は当園での使用に限定し、それ以外の方から求められても

お知らせしません。

９．報道機関及び本園のパンフレットやホームページなどでの写真使用

本園で撮影した写真データを報道機関（市の広報誌等）やパンフレットやホームページ

などで使用する場合、以下の点を厳守します。

① 写真の掲載にあたっては、個人の特定につながらないように配慮します。

② 個人の特定ができるような写真を掲載する場合は、事前に保護者の同意を得るよ

うにします。

③ 本園のホームページで個人の特定につながる可能性のある写真は、保護者のみが

閲覧できる保護者ページに掲載します。

④ 保護者から写真の修正や掲載中止の要請を受けた場合は速やかに処理を行いま

す。

10.委託業者による写真及びビデオ撮影及び販売について

委託業者による保護者への販売を目的とした写真及びビデオ撮影を行います。委託業者

は下記の通りです。

・写真撮影 桜井写真機店 奈良県五條市五條１丁目２ −１０

・ビデオ撮影 阪口電機商会 奈良県五條市西阿田町７９８

本園は、委託業者に対して本園の個人情報保護方針を伝え、遵守することを求めます。

11．個人情報保護体制の継続的改善

本園は、この「智辯会における個人情報保護の方針」を実行するため、下記の事項を実

践いたします。

① 職場内研修・教育の機会を通じて全職員に周知徹底させて実行し、かつ継続的に

改善することによって常に最良の状態を維持します。

② 全職員に守秘義務を課し職務で知り得た情報の漏えいが無いよう努めていきま

す。

③ 職員のプライベートでの園児の写真、動画使用等は禁止します。(ＳＮＳ、年賀
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状、挨拶状等への添付)

５．保育園児童保育要録の小学校送付について

円滑な小学校への進級のため「児童保育要録」を作成し、入学する小学校へ写しを送付

いたします。「児童保育要録」については目的の以外のために使用することはいたしませ

ん。「児童保育要録」は本人(保護者)から開示を求められたときは、個人情報の保護に関

する法律に基づいて開示をいたします。


